


すべての県民が、人間として尊重され、健康で文

化的な生活をおくることのできる郷土にしたいとい

うことは、県民の誰もが願い、また県政の最も重要

な施策のひとつになっております。

産業や経済、あるいは国土の再開発が叫けばれる

一 方で、忘れてならないのは、それにふさわしい福

祉の充実です。 本号では、本県の社会福祉の現状と

対策を見直してみました。 まだ努力の足りない点も

あります。 まあまあ良くいっているという事項もあ

りましょう 。 それぞれの地方の事情も異り、 ー 率に

物を考えることはできませんが、県民の一 人一 人の

立場に立つ気持で福祉行政に力を入れております。

今度、新しくつくられる「住みよい富 山県をつく

る総合計画」では、こうした福祉面の不揃を是正し、

安定した福祉生活を実現するため、地に足のついた

計画となるよう、県民の皆さんの知恵と要望を十分

生かしていく努力を続けております。
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立山の花 シラタマノキ

1月の園芸-スイセン一二
冬場の家庭園芸組物は数少なく、ふるわない。

この頃に開花(1 ~ 4月)をむかえる園芸植物と

してはスイセンがある 9 月 ~l O月に定植。 その

定植の場所は日当りのよい 特に水はけのよい場

所を選ぶことが大事。

このスイセンは球恨植物のな力1て'チュ-リ νブ

に次いで栽培が多く 、花型も多様な園芸植物で、

ラッパスイセン、大杯スイセン、小杯スイセン、

原種グルーブに大別できる。

日本の庭園に植えられる房咲スイセン、キズイ

セン等は原種グルーブに属し、花壇に植えるとと

もに切花種としても重要である。

みんなの県政・特集 社会福祉の現況と対策.一...……….一…….一…….一….一...一…….一….一.1
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.表紙せつめい

左義長

1月15日、富山市の城跡公聞で行なわれる左義長まつり 。

この行事は、むかし'白廷で lt'芹 (きっ しょ )を焼いたことに

はじまると L、う 。

うす赤し、残照の中、天をつくように炎があがるさまは美し

く悲しい。

この火で焼いた餅をたべると、年中の病を除くといい、自

分の書いた書ヵ、炎とともに向く舞いあがれば、 rj':が b圭する

ともいわれている。



老 干話祖t

老
人
問
題
は
、
人
口
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
到
来

す
る
高
齢
化
社
会
が
も
た
ら
す
諸
問
題
へ
の
対
応
と
、

現
在
の
社
会
に
生
活
す
る
老
人
が
持
っ
て
い
る
諸
問

題
へ
の
対
応
と
に
わ
け
ら
れ
る
。

わ
が
国
の
六
O
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
は
、

経
済
成
長
の
テ
ン
ポ
と
と
も
に
、
世
界
に
そ
の
例
を

み
な
い
速
さ
で
進
ん
で
お
り
、
ニ
の
傾
向
は
今
後
ま

す
ま
す
著
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

本
県
に
お
い
て
も
、
現
在
八
人
に
一
人
が
高
齢
者

で
、
昭
和
六
O
年
に
は
七
人
に
一
人
に
達
す
る
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ニ
の
よ
う
怠
老
齢
人
口
の
急
激
な
増
加
に
加
え
て
、

産
業
経
済
の
飛
躍
的
発
展
に
伴
う
産
業
構
造
や
就
業

構
造
の
変
化
に
順
応
し
に
く
い
老
人
層
に
は
、
そ
の

影
響
が
大
き
い
。

し
か
し
、
現
在
の
老
人
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

の
三
代
を
生
き
、
多
く
の
苦
難
を
の
り
こ
え
て
今
日

の
繁
栄
を
築
き
あ
げ
た
貢
献
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
若

い
ニ
ろ
、
老
後
の
た
め
に
努
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

最
近
の
世
相
の
急
激
な
変
化
の
中
で
、
今
や
む
く
わ

れ
る
こ
iE
の
少
な
い
時
代
に
老
後
を
迎
え
た
と
い
う

い
わ
ば
歴
史
的
宿
命
を
負
っ
て
い
る
。

-
ね
た
き
り
老
人
対
策

県
内
の
ね
た
き
り
老
人
の
家
庭
奉
仕
員
の
数
は
、

二
六
六
三
人
(
県
内
の
印
才
以
上
人
口
の
日
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
る
)
で
あ
り
、
身
体
上
又
は
精
神

上
の
障
害
が
あ
っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の

あ
る
お
お
む
ね
臼
オ
以
上
の
低
所
得
の
者
に
は
、
日

常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
派

遣
し
て
い
る
。

昭
和
必
年
度
設
置
者
数
回
人

昭
和
U
年

度

設

置

者

数

mm
人

老
人
家
庭
奉
仕
員
手
当
が
低
い
た
め
、
奉
仕
員
の

な
り
手
が
少
な
い
こ
と
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
制
度
に

対
す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
地
域
社
会
あ
る

い
は
、
老
人
自
ら
が
派
遣
を
遠
慮
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
未
設
置
村
の
実
態
を
は
あ
く
し
、
必
要
が
あ
れ

ば
設
置
す
る
よ
う
指
導
し
た
い
。
老
人
家
庭
奉
仕
員

制
度
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
地
域
社
会
や
老
人
自
身

の
啓
蒙
に
つ
と
め
た
い
。

老
人
家
庭
奉
仕
員
の
処
遇
改
善
、
研
修
等
を
行
な

い
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
量
を
一
層
充
実
さ
れ
る

よ
う
努
め
た
い
。

-
問
題
点

O
老
人
対
策
は
、
単
に
老
人
を
弱
者
と
し
て
保
護
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
老
後
の
生
き
が
い
を
高
め
る
な

ど
積
極
的
、
前
向
き
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

O
老
人
対
策
は
、
年
金
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、

生
き
が
い
な
ど
極
め
て
広
範
多
岐
な
分
野
に

つ
い
て
、

総
合
的
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

O
老
人
対
策
は
、
個
人
家
庭
、
地
域
社
会
、
企
業
、

地
方
自
治
体
、
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
根

気
強
い
努
力
が
要
請
さ
れ
る
。

81，640 

133，119 

161，998 

6o 1 1， 150 ，000 1 1此 219110.31171，296114.8 

昭和45年までは国勢調査報告、昭和55年以降は県勢計画

の第 4次県勢計画フレーム推計人口 による。
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回
日
常
生
活
用
具
の
給
付
お
よ
び
貸
与

低
所
得
世
帯
の
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
、
浴
そ
う
、

特
殊
寝
台
等
の
日
常
生
活
用
具
を
給
付
ま
た
は
貸
与

す
る
。

特
殊
寝
台
昭
和
必
年
度
末
貸
与
台
数
日
台

浴
そ
う
、
湯
沸
器
の
給
付
に
つ
い
て
は
、
昭
和
幻
年

度
か
ら
制
度
化
き
れ
た
も
の
で
あ
る
。

園
ね
た
き
り
老
人
に
対
す
る
訪
問
健
康
診
査

低
所
得
の
ね
た
き
り
老
人
の
う
ち
長
期
間
診
査
を

受
け
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
、
そ
の
保
健
の
増
進
を

は
か
る
た
め
老
人
健
康
診
査
実
施
要
領
に
準
じ
て
訪

問
診
査
を
実
施
し
て
い
る
。

昭
和
必
年
度

一
般
診
査

診
査
計
画
人
員

受
診
人
員

受
診
率

一
、
己
売
人

四
五
七
人

里一
・
一
%

精
密
診
査

一六一一一人
里
人

ニ
七
・
六
%

団
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
整
備
事
業

身
体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
欠
陥
が
あ
り
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
が
、
家
族
で
は
こ
れ
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
者
を
収
容
し
、
養
護
す
る
施
設
の
整
備

昭
和
灯
年
度
計
画

県
立

1
施
設
(
定
員

ω名
)

昭
和
必
年
3
月
竣
工

福
野
町
立

1
施
設
(
定
員
印
名
)

昭
和
U
年
ロ
月

1
日
開
設

-
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
対
策

ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
一
、
八
一
O
人
に
対
し
次

の
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

回
介
護
人
派
遣
事
業

一
時
的
な
疾
病
等
に
よ
り
、
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
老
人
に
対
し
、
介
護
人
を
派
遣
し
、

日
常
生
活
の
世
話
を
行
う
。

昭
和
伺
年
度
目
人

-
保
健
医
療
対
策

一 2

田
老
人
健
康
診
査

老
人
の
疾
病
の
予
防
と
早
期
発
見
を
は
か
る
た
め
、

六
五
オ
以
上
の
者
に
対
し
毎
年
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
健
康
診
査
の
受
診
者
は
、
昭
和

四
六
年
度
は
一
般
診
査
二
七
、
二
四
一
人
(
受
診
率

三
二

・
七
%
)
、
う
ち
精
密
診
査
を
受
け
た
人
は
、

七
、
四
二
六
人
(
受
診
率
六
二
・
O
%
)
で
あ
る
。

し
か
し
、
老
人
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
広
報
活
動

が
か
な
ら
ず
し
も
十
分
で
な
い
た
め
と
、
老
人
自
身

が
健
康
管
理
に
つ
い
て
あ
き
ら
め
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
か
受
診
率
が
悪
い
の
で
、
よ
り
多
く
の
老
人

が
受
診
し
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
と
め

る
よ
う
関
係
者
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

国
老
人
医
療
費
の
公
費
負
担

病
気
に
な
っ
た
場
合
、
医
療
を
容
易
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
医
療
保
険
で
医
療
を
受
け
た

場
合
の
自
己
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
。

こ
の
対
象
者
は
、
七
O
オ
以
上
の
者
で
、
別
に
定

め
る
所
得
制
限
が
あ
る
。
そ
の
者
に
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
る
程
度
の
所
得
が
あ
る
場
合
や
そ
の
者
の
配
偶

者
、
扶
養
義
務
者
の
収
入
が

一
定
額
(
扶
養
親
族
五

人
の
場
合
で
二

五

O
万
円
)

閣
老
人
性
白
内
障
手
術
費
支
給
事
業

老
人
性
白
内
障
で
開
眼
手
術
が
可
能
で
あ
る
老
人

に
対
し
て
、
そ
の
手
術
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
自
己

負
担
相
当
額
を
公
費
で
補
助
す
る
。

-
在
宅
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
次
の
施
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。

‘ー昭
和
U
年
度

34 
人

図
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
へ
の
愛
の
ひ
と
声
運
動

社
会
的
に
孤
立
し
が
ち
な
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
に

対
し
、
愛
の
ひ
と
声
運
動
を
実
施
す
る
た
め
、
連
絡

員
を
設
置
す
る
。

昭
和
U
年
度

対
象
老
人
数

老
人
福
祉
連
絡
員
数

一
、
八

一
O
人

一
一
二
六
人

団
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
無
料

招
待
事
業

健
康
維
持
及
び
社
会
と
の
交
流
を
は
か
り
、
老
後

の
健
全
な
生
活
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
を
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
へ

無
料
招
待
す
る
。

実
施
期
間

9
月
日
1
幻
日

場
所
春
日
荘
(
上
新
川
郡
大
沢
野
町
)

舟
戸
荘
(
東
砺
波
郡
庄
川
町
)

招
待
人
員

八

O

O

名

-
生
き
が
い
対
策

田
老
人
就
労
に
あ
っ
旋

地
域
の
老
人
に
対
し
て
各
種
の
相
談
、
希
望
と
能

力
に
応
じ
た
適
当
な
仕
事
に
従
事
す
る
機
会
、
そ
の

他
社
会
的
活
動
に
参
与
す
る
機
会
を
与
え
老
人

の
生

き
が
い
を
高
め
る
と
と
も
に
生
活
の
安
定
を
図
る
、

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
を
次
の
と
お
り
設
置
し
て

い
る
。-R高齢

者
無
料
職
業
紹
介
所

(富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
)

*
高
岡
巡
回
相
談
所

(
高
岡
問
屈
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
)

*
魚
津
巡
回
相
談
所(魚

津
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
)

求
職
の
内
容
が
事
務
系
統
に
か
た
よ
り
求
人
が
少

- 3 



な
い
こ
と
。

富
山

・
高
岡
を
中
心
と
し
た
地
域
の
み
に
求
人
職
が

片
寄

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
巡
回
相
談
県
下
全

域
で
行
な
え
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
網
機
動
力
を
充
実
さ

せ
る
。

求
人
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
と

協
力
し
て
、
積
極
的
に
行
な
う
。

老
人
の
再
就
職
が
生
活
保
障
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

の
で
社
会
の
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
。

同氏年金

(
老
人
)
国
民
年
金
制
度
の
発
足
に
よ
り
、
国
民

皆
年
金
の
体
制
は
一
応
整
備
さ
れ
た
ニ
と
に
な
り
、

昭
和
四
+
六
年
五
月
か
ら
六
五
歳
に
達
し
た
者
に
老

齢
年
金
の
給
付
が
始
ま
っ
て
い
る
。

無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
は
、
支
給
開
始
以
来
=
ニ

年
を
経
過
し
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
権
者
は
、
四
万

四
、
六
一
九
人
、
支
給
額
は
一
七
億
六
、
七

O
O
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
国
庫
負
担
と
合
せ
積
立
金

と
し
て
資
金
運
用
部
資
金
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る

が
そ
の
ニ
五
がわ
が
特
別
融
資
と
し
て
、
地
方
自
治
体

の
福
祉
施
設
な
ど
へ
融
資
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
現
況
は
別
表
の
と
お
り
。

ま
た
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
、
老
人
居
室
の
な
い

持
家
世
帯
の
た
め
、
老
人
居
室
整
備
資
金
貸
付
制
度

が
設
け
ら
れ
た
。

-
問
題
点
と
対
策

年
金
額
の
引
上
げ
や
各
種
の
制
限
緩
和
に
つ
い
て

は
国
の
施
策
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
実
施

.面
に
お
け
る
運
用
の
問
題
に
つ
い
て
努
力
を
傾
け
て

f
i¥
 

}通ミ

() 

国
民
の
健
康
水
準
は
、
戦
後
二
七
年
を
経
て
、
生

活
の
向
上
と
各
種
公
衆
衛
生
施
策
の
推
進
の
結
果
、

著
し
く
改
善
き
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
平
均
寿
命

は
昭
和
四
十
六
年
に
お
い
て
男
七

O
歳
、
女
七
五
歳

と
北
欧
な
み
の
グ
ル
ー
プ
に
仲
間
入
り
し
た
。

こ
の

こ
と
は
種
々
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
国
民
皆
保

険
の
果
し
た
役
割
も
大
き
い
と
い
え
る
。

健
康
保
険
を
大
別
す
る
と
、

職
域
保
険
と
地
域
保

険
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
も
保
険
給
付
の
財
源
は
保
険
料
(
税
)
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
患
者
が

病
院
や
医
院
で
支
払
う
額
が
ふ
え
、
そ
し
て
保
険
税

で
ま
か
な
う
額
も
そ
れ
に
応
じ
て
増
え
る
こ
と
に
な

ヲ②
。

l失京支寸

医
療
施
設
は
全
国
水
準
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
が
施

設
に
必
要
な
医
師
の
数
は
水
準
以
下
と
な

っ
て
い
る
。

と
く
に

へ
き
地
や
保
健
所
な
ど
に
お
け
る
医
師
の
不

足
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
ガ
ン
、
人
工
腎
臓
、
串
主
告
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

よ
り
専
門
化
さ
れ
た
診
断
、
治
療
が
要
求
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
医
療

の
供
給
、
試
験
研
究
機
関
の
充
実
強
化
を
は
か

っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

-
問
題
点

園
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

老
人
の
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の
に
し
、

老
人
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
。

県
下
老
人
ク
ラ
ブ
数

一
、
四
六
三
ク

ラ
ブ

団
老
人
社
会
奉
仕
団
活
動

老
人
の
経
験
と
能
力
を
い
か
し
、
社
会
福
祉
施
設

ね
た
き
り
老
人

へ
の
友
愛
訪
問
等
地
域
社
会
に
対
す

る
奉
仕
活
動
を
行
な
う
。

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

福
祉
年
金
の
未
請
求
者
が
五
、

0
0
0
人
も
あ
り

そ
の
理
由
は
所
得
に
よ
る
制
限
、
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
の
で
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
た
め
請
求
し
な

い
も
の
が
多
い
。

こ
の
人
達
も
ぜ
ひ
基
本
権
と
し
て
、

受
給
権
を
取
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
な
か
に
は

福
祉
年
金
の
こ
と
を
し
ら
な
い
た
め
請
求
し
な
い
人

が
い
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
法
改
正
を
待
つ
こ
と

な
く
積
極
的
に
こ
う
い
う
人
が

一
人
も
い
な
く
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

積
立
金
の
特
別
融
資
枠
の
拡
大
を
は
か
り
、
県
下

の
福
祉
施
設
の
充
実
に
努
力
し
た
い
。

-
精
薄
及
び
身
障
者

・
現
況

重
度
精
薄
及
び
重
度
障
害
者
に
対
す
る
障
害
年
金

給
付
の
現
状
は
、
拠
出
年
金
で

一
、

O
六
八
件
、
福

祉
年
金
で
四
、

O
一
五
件
に
達
し
、
そ
の
支
給
額
は

合
せ
て
こ
億
八
、

二

O
O万
円
と
な

っ
て
い
る
。υ 

-
問
題
点

本
県
の
国
民
健
康
保
健
の
状
況
は
次
の
表
の
と
お

阿
川
J

。県
内
被
保
険
者

一
人
当
り
の
医
療
費
が
高
い
た
め
、

保
険
税
の
額
は
全
国

二
局
い
額
に
な

っ
て
い
る
。

.
対
策

県
は
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
を
し
な
い
よ
う
次
の
点

に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。

一
、
注
射
や
薬
を
患
者
の
方
か
ら
要
求
し
な
い
。

一一
、

一
度
医
師
を
き
め
た
ら
、
そ
の
医
師
を
信
頼
し

て
そ
の
指
示
に
従
う
。

医
師
の
充
足

自
治
医
科
大
学
制
度
の
利
用
、
医

学
生
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
与
、
富
山
大
学
医
学

部
の
誘
致
を
は
か
る

-
へ
き
地
医
療
対
策

巡
回
診
療
を
無
医
地
区
、
無
歯
科
医
地
区
で
ひ
ら

移
動
保
健
所
の
開
設
。
利
賀
、
干
、
山
田
、
井
口

村
へ
保
健
婦
の
派
遣
。

へ
き
地
連
け
い
対
策
、
つ
ま

り
各
地
区
の
住
民
の
健
康
管
理
カ
ー
ド
の
作
成
と
あ

-
そ
の
他

- 4 

田
敬
老
福
祉
年
金
支
給
事
業

県
内
に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
す
る
次

の
者
に

対
し
て
、
敬
老
福
祉
年
金
を
支
給
す
る
。

①

∞

∞

オ

以

上

全

員

年

頒

五

、

0
0
0
円

②

卸
才

1
U
オ

生

活

困

窮

者

年

頼

=一
、8
0

円

話

③
別
オ

1
U
オ
ね
た
き
り
老
人
年
頒

=一
、8
0

円

削山
町

um
川
④
別
オ
i
肝
才
身
体
障
害
者
老
人
年
額

三
、c
c
c
円

富
山
県
で
は
、
こ
れ
ら
対
象
の
発
見
と
年
金

へ
の

結
び
つ
き
を
図
り
、
診
断
書
作
成
困
難
な
者
に
つ
い

て
は
医
師
を
巡
遣
し
居
宅
診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

.
対
策

同
年
金
額
引
上
げ
及
び
支
給
範
囲
拡
大
に
つ
い
て

積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

ω
居
宅
診
断
を
積
極
的
に
行
な
い
、
対
策
の
充
実

を
図
る
。

国民年金特別融資施設状況(46年度介)

(47. 3. 31) 

融資事 業 件数 融 資 制

農山漁村 住宅 改修 1 ~ö'~ 
7l< ?先 f更 f~斤& iiL 5 24，000 

病 院 31 1，379，400 

身体障害 者以工生妓波地ぷ 1 22，000 

仇4 fi !り十 86 668，400 

児 童 1¥'，'; 祉地 投 14 87，900 

母 f l庖 J生 3 3，500 

老 人制祉施 設 7 62，600 

九九1 干止 セ ンター 10 245，800 I 
'sぞエh 範 8 482，000 

イ本 ff !jl色 ，&1 44 503，000 I 
火 草事 士』占 4 39，500 

干I 縫婦義成 ';)Y I 10，000 

間 基!3 水 jlil 12 86，200 

言十 227 3.616，300 

告府

h

，ze
 

三
、
病
気
や
ケ
ガ
は
完
全
に
な
お
る
ま
で
通
院
す
る

四
、
情
性
で
医
者
に
か
か
ら
な
い
。

五
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け
る
。

区 分全国 富山県 順(本前順年の位位県) 

保 当l 世り 帯額 18，183 24，626 2(l位) 

税険 被l人保当険り者額 5，485 7，766 l(l位) 

医 人保療当険り 費 4(3位) 
被l 者額

17，620 20，794 

受受険年を診者聞い率のヲl∞受診ど診は人被当回率惇誼り1 451.69 500.62 7(6位) 

l件当リ診療費 3.862 4，052 12位(13)

l日当り費用額 1，027 1，076 13位(12)

わ
せ
地
区
連
絡
員
占
医
師
の
連
継
。
以
上
対
策
の
強

化
を
は
か

っ
て
い
る
。

-
救
急
医
療
対
策

救
急
告
示
病
院
を
県
下
主
要
道
路
網
に
設
置
。

県
立
中
央
病
院
に
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
。

今
後
、
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

休
日
、
夜
間
の
診
療
に
つ
い
て
医
師
会
や
市
町
村
と

協
議
し
、

一
元
的
な
救
急
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

-
試
験
研
究
機
関
の
整
備

小
杉
町
、
太
閤
山
に
公
害
、
衛
生
、
薬
事
の
三
部

門
を
合
せ
た
総
合
研
究
所
と
し
て
衛
生
総
合
セ

ン
タ

ー
の
建
設
を
は
か
る
。

-
保
健
所
の
充
実

小
矢
部
市
、
氷
見
、
八
尾
、
魚
津
の
保
健
所
改
築

f

、お
よ
び
人
員
の
ふ
尤
案
強
化
を
は
か
る
。

Fh
d
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2~夕食f制 Taわ
が
国
の
公
衆
衛
生
は
、
乳

児
死
亡
の
減
少
、
平
均
寿
命
の

延
長
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き

た
。
し
か
し
、
近
年
に
お
け
る

人
口
構
造
の
老
齢
化
、
人
口
の

都
市
集
中
工
業
化
の
進
展
、
あ

る
い
は
死
因
、
疾
病
構
造
の
変

化
な
ど
は
、
公
衆
衛
生
の
ニ
|

ド
の
面
に
お
い
て
も
顕
著
な
変

化
を
も
た
・
り
し
て
お
り
、
こ
れ

に
即
応
す
ゆ
た
め
、
公
衆
衛
生

行
政
は
、
い
ま
、
大
き
な
転
換

を
迫
ま
ら
れ
て
い
る
。

，~』 町一曾広量管千二~......

吉司三両il1剥 ι十ι

-
特
定
疾
患
対
策

-
問
題
点

近
年
医
学
の
進
歩
は
著
し
く
、
疾
病
の
究
明
お
よ

び
治
療
方
法
の
開
発
に
多
大
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
な
お
原
因
が
不
明
で
、
か
つ
治

療
方
法
の
未
確
立
の
疾
病
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
治

療
期
間
が
長
期
に
わ
た
り
、
病
後
の
経
過
が
良
好
で

な
く
、
心
身
の
障
害
を
残
す
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
疾
病
を
特
定
疾
患
と
し
て
、
種
々
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

• 対・

策

第
一
に
、
原
因
と
治
療
方
法
の
究
明
の
基
礎
に
す

る
た
め
、
富
山
県
特
定
疾
患
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

十
余
り
の
疾
患
を
選
定
し
て
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
、

千
余
人
の
患
者
を
は
握
し
た
。
個
々
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
調
査
中
で
、
や
が
て
明
ら
か
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
c

ぐ{) 

-
成
人
病
対
策

-
問
題
点

本
県
に
お
け
る
成
人
病
に
よ
る
死
亡
は
、
年
を
追

っ
て
増
加
し
、
昭
和
四
十
六
年
の
死
亡
は
、
四
、
七

六
五
人
で
総
死
亡
数
七
、
九
二
二
人
に
対
し
て
そ
の

し
め
る
割
合
が
六

0
・
二
官
と
過
半
数
を
し
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
か
ら
循
環

器
検
診
を
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
が
ん
検
診
を
推
進

し
て
い
る
。
昭
和
四
十
六
年
度
循
環
器
検
診
者
は
、

六
万
四
、
二
一
六
人
、
が
ん
検
診
受
診
者
は
三
万
七
、

県
内
に
は
食
品
の
製
造
や
販
売
を
し
て
い
る
施
設

が=一

O
、
四
四
七
ヵ
所
あ
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
食
品
を
購
入
す
る
消
費
者
に

安
全
な
食
品
を
提
供
す
る
た
め
、
保
健
所
に
配
置
し

て
い
る
三
七
名
の
食
品
衛
生
監
視
員
と
ニ
台
の
食
品

衛
生
監
視
機
動
車
が
毎
日
県
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

不
良
食
品
の
絶
滅
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
食

品
業
者
に
衛
生
教
育
を
行
な
い
食
品
の
自
主
管
理
を

強
化
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
の
う
ち
か
ら
六

O
名
の
食
品
衛
生

モ
ニ
タ
ー
を
依
頼
し
、
食
品
衛
生
情
報
を
行
政
に
取

り
入
れ
、
さ
ら
に
消
費
者
に
は
、
婦
人
学
級
を
開
設

す
る
等
正
し
い
食
品
衛
生
知
識
の
普
及
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。

-
問
題
点

豊
富
で
、
し
か
も
多
様
化
し
て
い
る
食
品
中
に
、

P
C
B
、
農
楽
、
重
金
属
等
が
残
留
し
、
消
費
者
に

大
き
な
不
安
感
を
い
だ
か
せ
て
全
国
的
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
食
品
添
加
物
の
適
正
を
欠
く
使 と，.... 

炉導
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、第
二
に
、
治
療
研
究
の
実
施
に
よ
り
、
医
療
費
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
ス
モ
ン
、

べ
|
チ
エ
ッ
ト
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
|
デ
ス
、
重

症
筋
無
力
症
の
患
者
で
、
入
院
す
る
者
に
月
二
万
円

を
本
人
に
支
給
し
、
又
小
児
が
ん
の
入
院
通
院
す
る

も
の
及
び
、
小
児
慢
性
腎
炎
、
ネ
フ
ロ

l
ゼ
、
小
児

ぜ
ん
そ
く
の
う
ち
療
育
機
関
に
入
所
す
る
も
の
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
負
担
額
を
県
が
保
護
者
に

か
わ
っ
て
医
療
機
関
に
支
払
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
こ
の
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

-
母
子
保
健
対
策

-
問
題
点

本
県
で
は
、
昭
和
必
年
に
一
八
、
四
三
四
人
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
、
そ
の
う
ち
二
四
六
人
(
出
生
千
対

率
二
ニ
・
一
ニ
)
が
生
後
一
年
以
内
に
死
亡
し
て
い
る

が
、
乳
児
死
亡
率
は
地
域
の
生
活
水
準
を
反
映
す
る

指
標
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
、
本
県
は
、
全
国
平
均
よ
り

常
に
高
い
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
心
身

障
害
児
や
障
害
を
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
未
熟
児心

二
二
五
人
、
そ
の
う
ち
循
環
器
系
異
常
者
二
、
六
三

三
人
、
が
ん
(
疑
)
七

O
人
を
発
見
し
、
そ
れ
ぞ
れ

医
療
機
関
で
治
療
す
る
よ
う
保
健
指
導
を
実
施
し
、

今
後
は
き
ら
に
次
の
対
策
を
強
く
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

• 文サ

策

一
、
成
人
病
検
診
の
充
実
強
化

成
人
病
検
診
を
充
実
強
化
す
る
た
め
、
胃
、
子

宮
が
ん
の
検
診
車
を
整
備
し
、
県
下

一
円
に
巡
回

し
て
受
診
率
の
向
上
を
は
か
り

、
ま
た
四
十
八
年

度
に
は
、
乳
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
る
。

二
、
事
後
指
導
の
強
化

用
や
、
表
示
の
不
正
等
も
不
信
を
ま
ね
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
環
境
汚
染
に
よ
る
食
品
の
汚
染
や
食
品
添
加
物

の
問
題
は
、
消
費
者
の
目
に
よ

っ
て
食
品
を
選
別
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
き
ら
に
問
題
に
輪
を
か

け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

• 文サ

策

食
品
衛
生
行
政
は
、
消
費
者
に
安
全
な
食
品
を
提

供
す
る
こ
と
が
使
命
で
、
こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
食
品
衛
生
監
視
員

の
監
視
と
、
疑
し
い
食
品

の

試
験
検
査
を
行
な
い
不
良
食
品
を
県
内
か
ら
追
放
す

る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
食
品
衛
生
監
視
員
の
増
員
と
保
健

所
等
の
検
査
設
備

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
食

品
製
造
、
食
品
取
扱
業
者
に
対
し
、
食
品
管
理

の
徹

底
、
さ
ら
に
消
費
者
の
皆
き
ん
に
も
正
し
い
食
品
衛

生
知
識
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
活
動
を
強
化
す

る
計
画
で
あ
る
。

な
ど
が
毎
年
約
二
、
四

O
O人
程
生
ま
れ
る
も
の
と

推
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
の
育
成
や
社
会
保
障

に
は
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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策

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
出
生
を
予
防
し
、

母
と
子
の
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
し
て
次
代
を
に

な
う
健
全
な
人
づ
く
り
の
た
め
、
「
す
こ
や
か
な
子

ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
次
の
よ
う
な
母
子
保
健
対
策
を
推
進
し
て
い
る
。

• 対ム
臼
丈
夫
な
子
ど
も
を
生
む
た
め
の
対
策

市
町
村
に
妊
娠
届
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
母
子
の

一
貫
し
た
健
康
記
録
と
な
る
母
子
健
康
手
帳
と
、
医

療
機
関
で
実
施
す
る
妊
婦
健
康
診
査
の
無
料
受
診
票

二
回
分
が
、
全
妊
婦
に
交
付
さ
れ
る
。
ま
た
低
所
得

階
層
の
妊
産
婦
乳
幼
児
に
対
し
、
牛
乳
を

一
日

一
本

支
給
し
て
い
る
。

回
す
こ
や
か
に
育
て
る
た
め
の
対
策

乳
幼
児
の
健
康
診
査
や
保
健
指
導
は
、
随
時
行
な

っ
て
い
る
が
、
と
く
に
乳
児
に
つ
い
て
は
、
医
療
機

関
で
、
二
回
無
料
で
精
密
検
診
が
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
三
オ
児
健
康
診
査
の
結
果
と
く
に
必
要
の
あ
る
者

に
つ
い
て
就
学
時
ま
で
指
導
を
し
て
い
る
。

さ
ら
に
未
熟
児
や
肢
体
不
自
由
児
、
心
臓
患
児
、

小
児
ガ
ン
等
の
身
体
障
害
児
に
対
し
、
医
療
費
の
公

費
負
担
を
行
な
い
、
疾
病
を
早
期
に
治
療
し
て
障
害

の
快
復
や
軽
減
を
は
か
っ
て
い
る
。

団
地
域
ぐ
る
み
の
母
と
子
の
対
策

市
町
村
に
母
子
保
健
推
進
員
を
設
置
し
て
、
母
子

保
健
の
地
域
浸
透
を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
母
子
登

録
票
を
整
備
し
て
妊
産
婦
か
ら
乳
幼
児
ま
で
一
貫
し

た
健
康
管
理
体
制
を
す
す
め
る

一
方
、
県
内
関
係
者

の
母
子
保
健
推
進
懇
談
会
を
開
催
し
、
効
果
的
な
施

策
の
推
進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

保
健
所
、
市
町
村
に
お
い
て
、
要
注
意
者
に
対

し
て
検
診
後
の
保
健
指
導
を
強
化
推
進
し
、
ま
た

脳
卒
中
発
症
者
に
対
し
て
は
、
在
宅
患
者
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
訪
問
指
導
を
強
化
す
る
。

三
、
成
人
病
予
防
思
想
の
普
及
啓
発

県
民
の
健
康
を
守
る
運
動
を
展
開
し
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
衛
生
思
想
の
普
及

と
地
区
自
治
会
や
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
成
人

病
予
防
週
間
、
が
ん
征
圧
月
間
運
動
を
通
し
て
、

県
民
の
衛
生
思
想
の
普
及
徹
底
を
は
か
っ
て
い
る
。
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身者
.身体障害者福祉の現状と対策

昭和47年 3月末日現在の身体障害者数

富山J開祉を全国から見れば
F施設関係及び 人 員 関 係 寸|

tJI: 
百十内部肢体立二主主F壬号室王

日 Fロ百 画面聴覚視覚

1，071 

158 19，586 

身
体
障
害
者
は
、
老
齢
人
口
の
増
加
、
交
通
事
故

な
ど
社
会
生
活
上
の
事
故
の
多
発
と
医
学
の
進
歩
に

よ
り
障
害
を
残
し
な
が
ら
余
命
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

社
会
適
応
訓
練
事
業
と
し
て
、
ろ
う
あ
者
及
び
盲

婦
人
に
対
し
、
日
常
生
活
上
必
要
な
知
識
及
び
教
養

を
与
え
る
講
習
を
行
な
っ
て
お
り
、
障
害
者
が
社
会

生
活
を
円
滑
に
送
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

(
所
在
地

富
山
市
西
田
地
方

2
1
m
lお

L
0
7
6
4
|
お
1
6
7
6
1
)

点
字
図
書
館
及
び
盲
人
ホ
|
ム
を
内
容
と
し
て
、

昭
和
U
年
7
月
お
日
開
設
、
視
覚
障
害
者
へ
の
点

字
図
書
の
普
及
と
自
立
更
生
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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団
社
会
適
応
訓
練
事
業

T
E
 

固
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
の
設
立

(
在
宅
重

-
重
度
身
体
障
害
者
対
策

度
障
害
者
の
更
生
)

田
家
庭
奉
仕
員
の
設
置

昭
和
四
十
七
年
度
七
市
一

町
に
お
い
て
十
人
が

設
置
さ
れ
、

一
奉
仕
員
が
六
人
を
対
象
と
し
て
活

動
を
し
て
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
度
未
設
置
の
栃
波
市
、
小
矢
部

市
に
各
一
名
設
置
し
、
計
十
二
名
に
増
員
を
予
定
。

社
会
福
祉
法
人
マ
|
シ
園
(
身
体
障
害
者
授
産
施

設
)
を
、
重
度
身
体
障
害
者
授
産
施
設
に
変
更
す

る
こ
と
に
し
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
開
園
を
予
定

し
て
い
る
。

一
授
産
(
定
員
卯
人
)
重
度
授
産

(
定
員
加
入
)
一

6 737 

12，332 

-
問
題
点

身
体
障
害
者
の
障
害
の
種
類
、
程
度
に
応
じ
た
対

策
の
必
要

核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
家
族
構
成
の
変
化
に
伴
い

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て

き
て
い
る
。

健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
公
共
施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
生
活
環
境

の
整
備
に
対
す
る
要
望
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。

-vオ
J
E尽

a司
夫
負

-
中
、
軽
度
身
体
障
害
者
対
策
(
社

会
復
帰
へ
の
促
進
)

164 20，657 

障
害
者
の
必
要
に
応
じ
て
治
療
、
訓
練
又
は
職
業

を
与
え
自
活
へ
の
方
途
を
講
じ
て
い
る
。
今
後
は
、

各
施
設
の
特
質
を
考
え
、
治
療
!
機
能
回
復
訓
練
!

生
活
指
導

1
職
能
指
導
l
授
産
l
就
業
の
ベ
ル
ト
を

作
り
個
々
の
障
害
等
に
合
致
し
た
更
生
を
進
め
る
べ

く
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

-
今
後
の
対
策

身
体
障
害
者
の
福
祉
対
策
に
対
し
て
は
、
き
め
の

細
か
い
施
策
へ
の
要
望
が
強
く
な
っ
て
お
り
、
特

に
在
宅
重
度
障
害
者
を
始
め
と
し
て
、
公
共
施
設

の
改
善
、
整
備
に
ま
ず

一
貫
し
た
施
策
が
福
祉
サ

イ
ド
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

①
重
度
障
害
者
介
護
員
の
設
置

ひ
と
り
暮
し
障
害
者
が

一
時
的
な
疾
病
に
な
っ

た
場
合
、
委
嘱
し
た
近
隣
の
介
護
員
を
派
遣
し
、

日
常
の
世
話
を
行
な
う
。

②
重
度
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費
の
無
料
化

一
1
二
級
身
体
障
害
を
対
象
と
し
て
医
療
費
を

公
費
負
担
し
、
生
活
の
安
定
を
図
る
。

③
日
常
生
活
用
具
の
拡
大

浴
漕
、
湯
沸
、
便
器
、
特
殊
寝
台
↓
ベ
ビ

l
シ

グ
ナ
ル
を
追
加
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

④
温
泉
療
養
所
の
建
設

身
体
障
害
者
が
常
時
必
要
な
と
き
に
温
泉
療
養

を
し
、
医
学
上
の
相
談
及
び
生
活
等
の
相
談
に

応
じ
て
更
生
に
必
要
な
医
学
的
手
段
の
発
見
と

訓
練
を
行
な
い
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
も
の
。

⑤
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

社
会
福
祉
施
設
の
有
機
的
連
け
い
を
図
り
、
身

体
障
害
者
の
障
害
程
度
に
応
じ
た

一
貫
し
た
保

護
、
医
療
、
機
能
回
復
等
を
行
な
い
、
更
生
へ

司
日
常
生
活
用
具
の
給
付

浴
そ
う
、
湯
沸
器
、
便
器
の
給
付
、
特
殊
寝
台
の

貸

与

|

|
一
1
二
級
障
害
者
に
対
し
給
付
、
貸
与

を
行
な
い
日
常
生
活
を
容
易
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

圏
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
訪
問
診
査

整
形
外
科
(
外
科
)
医
師
、
看
護
婦
及
び
ケ
ー
ス

・

ワ
l
カ
|
一
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
重
度
障
害
者
を

訪
問
、
診
査
し
、
機
能
回
復
訓
練
等
に
つ
い
て
相

談
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

昭

和

四

十

六

年

度

実

施

人

員

一

四

八

人

昭

和

四

十

七

年

度

実

施

見

込

み

二

O
O人

対
象
者
(
介
護
を
要
す
る
者
)
五
八
三
人
の
中
最

重
度
者
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
る
。

Z
日
才
以
上
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る
医
療

費
公
費
負
担
制
度

昭
和
四
十
七
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
が
段
階
的
に

所
得
制
限
の
撤
廃
等
を
検
討
し
て
い
る
。

団
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

Nv
e
 

46 

170 

13，069 

田
自
動
車
操
作
訓
練

自
動
車
免
許
の
取
得
に
必
要
な
経
費
を
県
が
負
担

す
る
こ
と
に
し
、
県
内
自
動
車
学
校
と
契
約
を
し
て

い
る
。
昭
和
四
十
七
年
四
月
か
ら
は
、
従
来
の
特
殊

装
置
付
自
動
車
操
作
訓
練
を
さ
ら
に
普
通
自
動
車
の

操
作
訓
練
に
ま
で
事
業
の
拡
充
を
は
か
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
段
階
的
に
特
殊
装
置
付
自
動
車
を
各
学
校

に
配
車
し
、
特
殊
装
置
付
自
動
車
を
必
要
と
す
る
障

害
者
の
免
許
取
得
を
容
易
に
す
る
計
画
で
あ
る
。

区 分 R頂f立 算 出 主主 礎

生活保護救護施設 5 施設収容定員/彼保護人貝

身体障害者更生援護施設収容率 4 施設定員数/身体障害者数

児童遊園設置$ 10 児童数/ 児童遊園数

保育所設笹率 4 定員/学令前児童数

教護地設設置率 10 定貝/ 児童数 (18オ未満)

上 位 母子寮設置率 l 定貝/世情数

(1位一 15位 )
助産地設設置率 15 定員/ 人口

精神薄弱者彼護施設設置$ 7 定員/ 人口

(1日 肢体不自由児総設設置率 II 定員/ 児童数(18オ未満)

准看議婦養成 12 年間養成者数/ 人口 10万対

高等学校衛生看護学科 8 年間養成者数/ 人口 10万対

保健婦養成 10 総数/ 人口10万対

精神病床数 II 精神病床数/ 人口 10万対

病院病床数 14 病床数/ 人口 10万対

医薬品販売業 7 業者数/ 人口

(毘f立(~2)30桂)
児童館設置率 16 児童数/ 児童館数

看護婦養成 21 年間養成者数/ 人口 10万 対

特別養護老人ホーム充足率 45 収容定員/老令人口 (65オ以上)

下 位 養護老人ホーム充足率 38 定員/老令人口 (65オ以上)

(31位 -461立) 精神薄弱児施設設置率 31 定員/ 児童数 (18オ未満)

(5) 乳児院設置率 34 定員/ 児童数 (0- 1才児)

養護施設設置率 33 定員/ 児童数 (18オ未満)

未 設 未 置
軽費老人ホーム (25県)

( )は置設県教 生活保護更生施設 (32県)

精神薄弱児通園施設 (20県)

身体障害者相談貝設置率 2 設営数/ 身体障害者 数

老人家庭奉仕貝設置率 5 設置人員/65オ以上人口

上 {立 保育率 4 定員/学令削児童数

(1位:-151立)
保健婦就業数 15 保健婦数/ 人口 10万 対

看護婦、准看議婦数 Jl 看護婦准看護婦数/ 人口 10万対

(8) 防疫職貝数 13 防疫職員数/ 人口

配置販売従事者数 l 

薬剤師数 3 薬剤師数/ 人口 10万対

身体障害者家庭奉仕員設置率 20 設置数/身体障害者数

中 f立 医師数 30. 医師数/ 人口10万対

(16位 -30位 )
助産婦数 23 助産婦数/ 人口 10万対

f拘科衛生士数 29 t拘科衛生士数/ 人口 10万 対

(6) と畜検査員充足率 20 と畜検査総頭数/ と畜検査員数

薬事院視員 20 

(主位(-1)46桂)拘科医師数 34 歯科医師数/ 人口 10万対

222 

4，107 

60 

2，819 

18才末満

18オ以上

216 4，329 

園
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
へ
の
入
所
委
託

2，879 計

f 
¥1 

事Fノ

の
援
護
を
効
果
的
に
行
な
う
も
の
。

⑥
公
共
施
設
の
改
善
等
整
備

身
体
障
害
者
が
健
常
者
と
同
様
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
公
共
施
設
、
道
路
構
造
の
改
善
及
び
整

備
を
図
る
よ
う
勧
告
す
る
と
共
に
身
体
障
害
者

設
備
マ
ー
ク
表
示
運
動
を
展
開
す
る
。

|
|
社
会
環
境
に
対
す
る
利
用
制
限
の
撤
廃

|

~事業及び活動関係 、|
長人タフプ会員加入率

分 順序 算出基礎

10 会貝数/60オ以上人口

老人健康診査受診率 3 受診人員/65オ以上人口

被保護人員 5 被保謙人員/ 人口

上 位: 国民年金保険料免際率 2 免除者数/義務加入被保険者

(lf.立-151立)
国民年金被保険者適用率 6 現存彼保険者/推定被保険者

国民年金所得比例加入率 2 所得比例加入被保険者/義務加入被保険者

(11) 国民年金保険料徴収状況 6 収納矧/未納保険料額

周産期死亡率 44 周産j羽死亡者/ 出生1000対

自然死産Eド 38 向然死産率/出生1000対

医薬品総生産傾(配置家庭薬を含む最終製品) 10 富山県生産矧/全同生産矧

配置家庭薬生産領 (最終製品) l 富山県生産額/全同生産傾

母子福祉資金貸付状況 21 貸付金傾/ 人口

国民年金検認状況 28 検認、月数/検認対象月数

人工死産率 29 人口死産数/:1:1生1000対

老主主死亡率 26 老主主死亡者/ 人口 10万対

死亡率 25 死亡者数/ 人口 10万対

中 {立 脳卒中死亡率 22 死亡者/ 人口 10万対

心臓疾患死亡車 27 死亡者/ 人口10万対

(16位 -301立) 性病患者数 30 患者数/ 人口 107]対

(1日
乳児死亡率 29 乳児死亡者/出生JO万対

精神病患者情置率 29 在院情置愈者数/夜院患者数

結核有病率 28 結核登録者数/ 人口

結核死亡率 31 結核死亡者/ 人口 10万対

狂犬病予防活動 22 登録頭数/狂犬病予|坊対

野犬f南郷活動 18 犬捕後日頁数/狂犬病予防技術貝

献血状況 8(最 位 171立)献血者数/ 人口

国民健康保険被保険者 1人あたり診療'l't 3 診療刊/被保険者数

国民健康保険被保険者100人あたり受診率 6 件数XIOO/被保険者数

1人あたり同氏健康保険税 1 保険料 (税)/被保険者数

下 位 不f患の事故死亡Z事 II 事故死亡者/ 人口 10万対

(3!f立-461.立)
悪性新生物死亡率 14 死亡者/ 人口 10万 対

妊産婦死亡率 16 妊i暗婦死亡者/出生10万 対

(10) 新生児死亡率 16 新生児死亡者/:11生10万対

精神病患者通院医療費公費負1R承認件数 34 

水道普&$ 34 給水人口/ 人口

___lf!品衛生!日見ヰ' 35 !:i':悦実地延[，，[数/政令I見定I!!':制延 [II[数

現時点で全国比較が可能な段新の数f仰を採用した(注 )

Q
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山
~ 

の
み
ち

立
山
は
、
平
安
の
昔
か
ら
霊
地
と
し
て
、
ひ
ろ
く
信
仰
さ
れ
た
。

そ
の
あ
と
は
、
い
ま
も
芦
時
寺
か
ら
雄
山
に
い
た
る
各
所
に
残
っ

て
い
る
。

永
く
女
人
禁
制
と
な
っ
て
い
た
立
山
を
、
ま
ぢ
か
に
礼
拝
で
き
、

壮
厳
で
美
し
い
立
山
三
山
が
美
し
く
せ
ま
っ
て
く
る
芦
時
の
里
。

い
ま
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
の
入
口
と
し
て
再
び
ひ
ろ
く

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

富山湾
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。 養護 施設高岡愛育関③ 身体障害者授産施設マーシ図{⑨ 精神薄弱者再生施設

⑬ 精神薄弱者授産施設

※
写
真
の

あ
る
施
設
の
概
要
は

写
真
の
番
号
か
ら
次
頁

(
P

U
)
の
「
富
山
県
の
社
会
福

祉
施
設
」

一
覧
を
参
照
し
て

下
さ
い
。

• 県立黒部学園

" (重度棟)

黒部

身体障害者更生指導所 県立高志学園

~内部障害者更生指導所 萩浦寮

..富山済生会病院 誠心寮

官九 1. 富山県立流杉老人ホームルンピニ園

国凶富山市立慈光歯 県立富山学閥

富山市愛育頭 葉月寮

県立乳児薗

.大沢野

セーナー苑

ー

菌

翻

{

尾

積

一
一
八
野

トぐ

学問

.高間
更生寮

高岡市立長生寮

高岡愛育麗

市立高向こま ど

志貴野授産所

高岡;斉生会病院

新生関

• 井波
マーシ翻

組合立楽寿荘

氷見.
氷見市野の草学園

福野.

福野町立福寿蘭

砺波.
県立砺波学園

④ 救護施設

、，

" 4 
) . 

関尾j、⑬ 肢体不自由児施設高志学園園!忍手し



「富山県の社会福祉施設 . 
富山県の社会福祉設施 -S47. 12. 1-

施設種類 施設の名称 設置主体 所在地 電 話 定員 施 設 概 況

肢体不自由者更生掘凡 60人
肢体必の不治自療由な人が入所を して 更

① 身体障害者更生指導所 富山県 富、石金20 (富山 )21-1161 正に要な 及び訓練受けられ
る施設

② 
心臓医または理呼練吸器に障害更のある要者

内部障害者更生施設 内部障害者更生指導所 /1 富、西長江220 ( /1 )21-7806 30 が、 学的管の下で、 生に必
な指導及び訓 を受けられる施設

志貴野授産所 /1 
高、立野1214 (高岡)31-005450 身体に障人害のある人で、生活に困

③ 身依障害者授産施設
っている や施雇つ用されていない人が
が自受i舌できるよ 設、必要な訓練や職業

マーシ匪 社会悩祉法 束、井波町1，105(井波)2 -0490 90 けられる

身し体や精常所生神に欠陥送があるため、き 独
立て日 活がること な

④ 救護施設 八 尾 匪 /1 婦、 八尾前町山福1島5 (八尾)54-3290140 し、人が入 して、公的扶助がを受でける

ことができる施設

萩 j甫 第富山県 富、海岸通 60 住時居的を持住たない保護世帯の人が、

⑤ 宿所提供施設 誠 dし、 事富山汁 富、田畑字上竹 80 
ー にむことが玄きる施設

〈
更 生 第高岡市 高、 1原町 95 

⑥ 医療保護施設
富山済生会病院 社会福祉法人 富、安住町 (富山)41-325125Q... 給医療付を必要とする要保護者が医療

品岡 j斉生会病院 I! 高、下関 (高岡)3 -0570 200 
の を受けられる施設

富山県立流杉老人ホーム 富 山 県富、流杉210 (富山)21-4693150 65歳以上の身体や精神上 また環

富山市立慈光国 富 山市 富、 虫巻'1115 (富山 )29-1283150 
境などの理由から居老宅で養入護所を受け

⑦ 養護老人ホーム ることができない 人が できる

高岡.市立長生寮 高岡市 高、若杉596 (局岡 )36-1139150 施設

組合 立 楽寿荘 束、井波町井減2ω (井波)2 -2003 50 

富山県立流杉老人ホーム 富 山県 富、流杉210 (富山)21-4693
50 

6欠5歳陥以上町人で 身介介入護謹体所上 精要神上

③ 特別養護老人ホーム
の のため、お常時 が必て¥
しかも宅にいて 受るこ

福野町立福寿園 福野町 束、松福原野67町8の 1 50 とがで居きない老人が すをる施け設

新生園富山県 高、麻生谷 (高岡)31-1811100 18歳以上の精訓練神薄弱の者。《入所し

⑨ 精神薄弱者更生施設 セーナ 一 死 社会福祉法人 上、大沢町町坂本 (大沢野)7一0679130 更正に必要な や指導、が受け ら
れる施設

野 干責 園 /1 婦、 八尾町上ヶ島313(八尾)54-5458 30 

18歳以上の精難訪11神弱の者入で 雇自用さ

⑬ 精神薄弱者授産施設 セーナ ー 苑 /1 上、大沢野町坂キ 50 れることが固 な人が所 し 身活す
るのに必要な 練を受施設け職業を に
つけることのできる

ル ン ビニ園 /1 富、中布目 (富山)29-0213100 保要護す者のいない児童 環境上養所る護施さ
を 認められた を入

⑪ 養 護 施 設 富山市 立愛育園 富山市 富、大宮町 (富山)31-2790100 せて、要る議とすることを児目童的とす

高岡愛育園 社会制祉法人 高、佐賀町 (高岡)22-312280 設

⑫ 教 言愛 園 富山県 富、針目
不良行為をなした童児童を入、院あるいは

県立 富 山学問 (富山)37-985380 そのおそれのある児 させ、
教護して L、〈 施設

⑬ 手L 児 園 県立乳児園 /1 富、東団地方 (富山)32-418630 施乳設児を養育することを目的とする

県立黒部 学 園 /1 黒石田 (黒部)52-1354100 

⑬ 
精神薄弱児施設 /1 (重度棟) /1 黒石田 (黒部)52-135430 精神薄弱の児童を入所させて、こ

県立砺波 学 園 砺、徳万 (梅f:野)7 -0157 
れを保護するとともに、身向i汚してい

/1 50 地く設のに必要な知識校能を につける

セーナ ー 園 It.会悩祉法人上、大沢野町坂本(大沢野)7 -0679 80 

精神句薄通知地弱の児章身で白毎前日保謹者のも

⑬ 精神薄弱児通園施設 氷見市野の日在学園 氷見rT.氷、 革却111065 (ij(見)72-611530 
とか いなカずら していくのに

必で要きなる 識設技能を につけることが

県 立 高志学閏 富 山県 高、寺町 (富山)31-8741100 上肢 下児肢童必、体治療知幹な どの機能に障
のある が を受けながら、

⑬ 肢体不自由児施設 :独4;:立自治に要な 識!必設、校能を身に
rll立高岡 こまどリ'下問 高 岡 m高、 宝町 (高岡 )22-010950 つけるこ とができる

⑪ 婦人保護施設 葉 月 言ぞ 富 山県 富、西旧地万 (富山)31一055530 
に イ必"与メ，L ;、"安径!のなJ必行官・1iF;-4を-'kz-けfーがる人ニ}と;)jのし、で以き"るii l 

}jUi， 

※備 走J *福富祉山施県設東酉中部部部に社入所会福を希祉望事務され所る砺東富人、は舟幸田方橋町町 T E L @⑪ ② 5311 
" 、 オヒIBJT E L~D2551 
"、 1-7TE L(2J5151 

へおたずねください。 」

ロニー均一ナー苑J募金運
- 14 -
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再発足計画
心身障害者コロニー

「セーナー苑」

.圃・・圃・・・・・

-・・圃・圃・圃.「冒ー』

‘旨

障
害
を
も
っ
人
々
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
な

も
の
は
、
家
族
の
愛
情
に
満
ち
た
励
ま
し
と
、
そ
れ

を
囲
む
地
城
社
会
の
温
か
い
理
解
と
関
心
で
す
。

心
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
〈
王
国
。
て
一
五

O
万

人
(
昭
和
四
十
五
年
推
計
)
、
富
山
県
で
二
万
五
、

0
0
0
人
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の

福
祉
施
設
は
、
ほ
と
ん
ど
が
障
害
を
克
服
し
て
、
一

般
の
社
会
へ
復
帰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
〈
ら

れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
障
害
を
も
っ
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
の

も
つ
能
力
を
て
き
る
限
り
開
発
し
、
社
会
生
活
に
適

応
す
る
よ
う
訓
練
し
て
い
〈
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

す
が
、

一
方
障
害
の
程
度
が
重
い
た
め
、
社
会
復
帰

が
極
め
て
困
難
な
人
た
ち
の
場
合
は
、
長
期
間
あ
る

い
は
終
生
、
保
護
す
る
こ
と
が
、
よ
り
幸
せ
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
一
年
に
障
害
者
を
持
つ
人
の
親
た
ち
の

熱
意
に
、
県
民
の
あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
わ
せ
て
つ

〈
ら
れ
た
セ
ー
ナ
ー
苑
は
知
恵
お
〈
れ
の
人
や
手

足
の
不
自
由
な
人
、
て
障
害
の
重
い
と
か
身
よ
り
の

な
い
人
が
治
療
し
な
ら
が
生
産
に
従
事
し
て
生
涯
居

住
て
き
る
よ
う
に
し
た
施
設
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
コ

ロ
ニ
ー
と
し
て
、
生
活
指
導
を
は
じ
め
、
医
療
、
教

育
、
授
産
、
娯
楽
施
設
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
効
果
的

に
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
再
発
足
し
ま
し
た
。

計
画
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

n

0
建
設
年
次
昭
和
五
十
一
年
度
か

ら
五
ヵ
年
計
画

。
建

設

費

二
億
六
、

0
0
0
万
円

0
計
画
施
設

老

人
精
神
簿
弱
者
収
容
棟

機
能
的
訓
練
棟

学
習
指
導
セ
ン
タ
ー

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

福
祉
工
場
な
ど

O
収
容
定
員

四
O
O
名

o
E
L対
象
者
精
神
簿
弱
者

重
度
身
体
障
害
者

- 16 -

r
こ
の
総
合
施
設
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

穿
え

資
金
と
運
営
資
金
が
必
要
で
す
。

園
、
県
市
町
村
か
ら
の
補
助
と
あ
わ
せ
、
県
民
ひ

と
り
ひ
と
り
の
善
意
を
つ
み
あ
げ
て
い
き
た
い
も
の

て
す
。あなたの善意と協力をおまちしています

一心身障害者コロニー「セーナー苑J募金の受付一

寄付金そは 、 上 新 川 郡 大 沢 野町抜本3110、社

会機祉法人セーナー苑、あるいは県(婦人児

重量課社会福祉事務所)及び市町村役場でも受

各本l吉、

付けしてお ηますp

また北陸銀行、富山銀行、富山相互銀行の

及び県内各支$の窓口ででも取扱つ

ています口
巨
額
の

円

i



eee 
eee 
••• 

何
も
か
も

旨
く
い

っ
て
い
ま
す

D
・
ハ
ン
ソ
ン

富
山
に
来
た
最
初
の
頃
は
、
驚
く
こ
と
で

一
杯
で

し
た
。
ま
ず
立
山
の
美
し
き
、
狭
苦
し
い
道
路
、
近

代
都
市
の
す
ぐ
傍
に
広
が
る
水
田
。
ど
こ
も
か
し
こ

も
人
ま
た
人
。
歩
く
人
、
ス
ク
ー
タ
ー
の
人
、
自
転

車
、
自
動
車
の
波
。
絶
え
ず
活
動
を
続
け
る
街
は
、

生
き
物
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

富
山
へ
着
い
た
そ
の
日
か
ら
、
私
は
親
切
な
人
達

に
固
ま
れ
、
富
山
こ
そ
我
が
家
と
い
う
気
持
で
暮
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
、
英
語
教
師
と
し
て
や

っ
て
来
た
の
で
す
が

大
学
時
代
の
専
攻
が
、
近
代
日
本
史
で
す
か
ら
、
は

じ
め
は
、
外
国
語
と
し
て
の
英
語
教
育
よ
り
も
、
日

気
を
つ
け
よ

新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
た
あ
る
百
科
辞
典
の
訪
問

販
売
方
法
は
、
こ
の
種
の
訪
問
販
売
が
い
か
に
巧
妙

か
つ
強
引
な
方
法
で
商
品
の
販
売
を
行
な
っ
て
い
る

か
を
、
は

っ
き
り
知
ら
せ
た
で
き
ご
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
で
き
ご
と
か
ら
、
私
た
ち
消
費
者
が
学

E
E
E
F

①
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
誰
が
契
約
を
解
除
で
き
る

E
E
-
-
圃
圃
圃
・

こ
と
に
な

っ
て
い
る
か
。

r
F
R
E
『
吋
『
，

②
解
約
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
規
定
や
、

=
d
1
1』
，

代
金
の
返
還
に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

③
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
残
り
の
代
金
全
部
を
、
た

だ
ち
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

④
代
金
を
完
済
す
る
ま
で
、
購
入
し
た
商
品
の
所
有

権
は
、
割
賦
販
売
業
者
に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
支
払
い
が
完
了
す
る
ま
で
買
手
が
勝
手
に
転

売
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

-
販
売
競
争
が
激
し
く
な
る
と
、
訪
問
販
売
は
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
売
ら
ん
が
た
め

に
大
げ
さ
な
こ
と
を
い
う
セ
ー
ル
ス
マ
ン
も
い
ま
す
。

あ
ま
り
調
子
の
よ
い
話
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
で
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
口
約
束
は
、
契
約
書
に
書
い
で
な

け
れ
ば
あ
か
し
に
な
り
ま
せ
ん
。

う
割
賦
の

ち
で
す
。

高
価
な
も
の
の
契
約
は
、
急
が
ず
現
物
を
確
か
め

る
く
ら
い
の
注
意
が
必
要
で
す
。

「
き
の
う
契
約
し

た
の
だ
が
、
夜
に
な

っ
て
主
人
に
叱
ら
れ
た
」
と
か

「
契
約
は
し
た
も
の
の
、
よ
く
考
え
て
み
た
ら
た
い

ぱ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

割
賦
販
売
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
、
つ

ま
ら
ぬ
損
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

割
賦
販
売
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て

-
訪
問
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
商
品
の
購
入
を
勧

誘
に
来
る
と
き
に
は
、
商
品
の
現
物
を
持
っ
て
来
な

い
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
た
め
、
消
費
者
は
、
カ
タ

ロ
グ
や
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
話
だ
け
で
品
物
を
想
像
し

て
注
文
し
て
し
ま
い
ま
す
。
訪
問
販
売
で
、
い
ざ
こ

ざ
が
絶
え
な
い
の
は
、
欲
し
い
と
思
っ
た
物
と
、
実

際
手
に
し
た
も

C〈
い
違
い
が
原
因
と
な
り
が

• -• -
• -• -

• • • -

本
史
の
年
表
や
歴
史
上
の
人
物
の
名
前
の
方
が
得
意

で
し
た
。

英
語
を
教
え
は
じ
め
て
、
暫
く
は
、
ど

の
ク
ラ
ス

の
生
徒
も
、
授
業
時
間
の
大
半
を
英
和
辞
典
に
首

っ

た
け
と
い
う
有
様
で
、
私
の
正
確

(
7

)

な
発
音
に
、

何
か
不
信
の
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、

W
A
T
E
R
(ウ
ォ
ー
タ
ー

i
水

)
や

O
F

(
オ
プ

i
の
)
の
よ
う
な
発
音
に
つ
い
て
き
え
質
問

を
受
け
ま
す
。

き
ら
に
、
私
が
発
音
す
る
と
、
生
徒

達
は
、
顔
を
あ
げ
て
、
私
の
口
も
と
を
じ
っ
と
見
詰

め
て
い
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
標
準
的
な
英
語
を
話
し
て
い
ま
し
た
か
ら

不
思
議
に
な
っ
て
、
生
徒
達
の
辞
書
を
調
べ
て
み
ま

す
と
、
実
際
、
そ
こ
に
記
載
し
て
あ
る
発
音
記
号
が
、
私

に
読
め
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
生
徒
達
に
、
私
の
発
音
は
辞
書
と
幾
分

違

っ
て
い
て
も
、
結
構
相
手
に
は
通
じ
る
の
だ
か
ら

と
豪
語
し
、
数
カ
月
か
か
っ
て
、
数
人
の
生
徒
を
な

ん
と
か
納
得
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

も
う

一
つ
白
状
し
ま
す
と
、
私
は
、
英
語

の
綴
り

を
正
確
に
書
け
る
と
、
自
信
を
持

っ
て
言
え
な
い
と

い
う
弱
み
を
持

っ
て
い
ま
す
。
私
が
黒
板
に
書
い
た

単
語
の
綴
り
を
、
中
学
生
に
訂
正
き
れ
て
当
惑
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
ク
ラ
ス
は
、
英
会
話
の
ク

ラ
ス
な

の
で
、
綴
り
に
弱
い
こ
と
が
暴
露
す
る
機
会

の
少
な
い
の
が
、
生
徒
達
に
と
り
、
い
や
私
に
と
っ

て
、
大
い
に
幸
い
し
て
い
る
と
喜
こ
ぶ
べ
き
で
あ
り

キ
?
!
)
よ
、
つ。

し
て
必
要
で
な
か

っ
た
」
、
「
ほ
か
で
も
っ
と
安
い

も
の
を
み
つ
け
た
」
な
ど
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

い
や
に
な
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
契
約
を
破
棄
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
契
約
め
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害

は
、
解
約
を
申
し
出
た
者
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

-
契
約
を
結
ぶ
と
き
は
、
契
約
書
を
よ
く
読
ん
で
か

ら
印
鑑
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ざ
こ
ざ
が
お
き
た

と
き
、
契
約
書
が
最
大
の
証
拠
に
な
り
ま
す
。

契
約
条
項
は
、
め
ん
ど
う
で
も
必
ず
目
を
通
し
、

疑
問
の
あ
る
こ
と
は
分
る
ま
で
聞
い
て
く
だ
き
い
。

と
く
に
次
の
点
差
意
し
て
お
く

AU
f
-。

‘， 
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• 
• 

• 
• 
• 
• 
• 

• 
• 

• 

• 
• 

号も誌

口。
1
1ム

消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
に
、
割
賦
販
売
法

が
改
正
さ
れ
、
近
く
施
行
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
業
者
の
営
業
所
以
外
の
場

所
で
割
賦
販
売
の
契
約
を
結
ん
だ
場
合
は
、
契

約
を
結
ん
だ
日
か
ら
四
日
以
内
な
ら
、
買
い
手

が

一
方
的
に
そ
の
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
業
者
は
契
約
解
除
に
伴
う
損
害

賠
償
ま
た
は
、
違
約
金
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
商
品
の
引
渡
し
が
す
で
に
行
な
わ
れ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
引
取
り
に
要
す
る
費
用
は
、

業
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
現
物
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
は
、
現
物
が
カ
グ
ロ

グ
の
内
容
や
、
契
約
時
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
話
の
内

容
と

一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
ま
し
ょ

、「ノ
。

-
毎
月
支
払
う
月
賦
代
は
、
自
分
の
月
収
と
比
較
し

て
無
理
の
な
い
額
に
し
ま
し
ょ
う
。
収
入
に
よ

っ
て

も
違
い
ま
す
が
、
月
賦
額
は
毎
月
の
家
計
の

一
i
二

割
が
限
度
で
す
。

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
割
賦
販
売
を
う
ま
く

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

』r
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き
可，守

、一県政のう

お
化
け
A
口
戦

、

い

叫

J
W

「
明
後
日
、
お
殿
様
が
お
い
で
に
な
る
。
行
列
が

通
る
か
ら
道
を
な
お
せ
と
の
お
達
し
だ
よ
」
と
、
話

し
て
い
る
村
人
の
声
が
入
り
ま
し
た
。
キ
ツ
ネ
は
何

を
思
っ
た
の
か
、
格
峰
に
か
け
も
ど
り

「
今
度
こ
そ
は
負
け
ん
ぞ
。

明
後
日
の
最
後
の
決

戦
に
は
殿
様
行
列
を
や
っ
て
み
せ
る
か
ら
覚
悟
し
ろ
。

な
に
し
ろ
、
と
っ
て
お
き
の
奥
の
手
だ
h

か
ら
な
」

と
、
い
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

元
来
、
ム
ジ
ナ
・
キ
ツ
ネ

・
タ
ヌ
キ

・
カ
ツ
パ
な

ど
が
化
け
る
に
は
規
則
が
あ
っ
て
、
位
と
い
う
も
の

が
必
要
で
寸
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
タ
ヌ
キ
で
位
が

一
番
高
い
の
は
伊
予
の
犬
神
刑
部
で
、
正

一
位
で
す
。

次
は
田
浦
の
田
左
衛
門
と
地
蔵
橋
の
衛
門
三
郎
と

い
う
タ
ヌ
キ
で
正
二
位
。

キ
ツ
ネ
で
は
伏
見
の
稲
荷

が
正

一
位
で
す
。
つ

ま
り
、
正

一
位
の
キ
ツ
ネ
や
タ

ヌ
キ
が
、
は
じ
め
て
正

一
位
の
位
に
あ
る
偉
い
人
間

に
化
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
田

舎
の
、
キ
ツ
ネ
が
殿
様
に
化
け
る
こ
と
は
、
実
力
か
ら

-
一
一
月
一
一
日

'

回
青
年
の
船
展

モ
ス
ク
ワ
、
イ
ル
ク

|

ツ
ク
な
ど
ソ
連
各
地
を
訪

問
し
た
第
二
回
の
青
年
の
船
報
告
展
と
、
来
年
五
月

に
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪
す
る
第
三
固
め
青
年
の
船
の

紹
介
ぞ
兼
ね
た
展
示
会
が

一
四
日
ま
で
ひ
ら
か
れ
た
。

-
ト
ピ
ッ
ク
ス

-

一

一

月

ニ

二

日

県

下

各

地

で

初

雪

富
山
市
や
砺
波
市
、
八
尾
町
で
昨
年
よ
り
八
日
早

い
初
雪
が
降

っ
た
。

-

一

一

月

一

五

日

県

議

会

日

程

き

ま

る

県
議
会
運
営
委
員
会
は
、

一
「
一月
定
例
県
議
会
を

一
三

日
か
ら

二
十
日
ま
で
の
八
日
間
と
決
め
た
。

-

一

一

月

二

四

日

極

楽

坂

に

内

定

全

U
本
ス
キ

l
連
叩
卑
事
会
は
、
県
か

ら
提
出
さ

れ
た
第
7
e
A

回
冬
季
同
体
ス
キ

i
競

校
会

(
昭
和
五

十

一
年

)
の

開
催
地
と
し
て
大
山
町
極
楽
坂
ス
キ
ー

場
を
決
定
し
、
全
国
評
議
会
に
承
認
を
求
め
る
こ
と

こ
し
た
。

-

一

一

月

一

八

日

ソ

連

知

事

団

来

富

ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
地
方
の
知
事
団
の
一
行
は
、
県

下
の
産
業
施
設
を
視
察
し
た
。

富
山
新
港
、
ア
ル
ミ
工
場
な
ど
を
視
察
し
た
あ
と

記
者
会
見
で
「
日
ソ
聞
の
経
済
交
流
が
今
後
ま
す
ま

す
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
語

っ
た
。

-

一

一

月

二

五

日

青

年

の

山

を

拡

大

県
は
、
福
光
町
に

「
置
県
九

O
周
年
記
念
事
業
と
し

て
県
青
年
の
山
」
を
同
八
年
度
か
ら

一
0
カ
年
計
画

で

一
三

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を

一
、

0
0
0
へ
ク

議費禦震度撤椀

第 3回青年の船展11月11日

い
っ
て
、
と
う
て
い
で
き
ぬ
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
、

「
ア
ッ
ハ
ツ
ハ
ッ
。
キ
ツ
ネ
の
奴
、
と
う
と
う
気

が
狂
っ
た
な
。

ど
う
せ
カ
ガ
シ
の
行
列
だ
ろ
う
」

と
、
ム
ジ
ナ
が
大
笑
い
し
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
の
も

無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
、
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ム
ジ
ナ

は
約
束
で
す
か
ら
、
道
ば
た
の
森
の
中
で
ま
っ
て
い

る
と
、
キ
ツ
ネ
が
い

っ
た
時
刻
に
、
本
物
そ

っ
く
り

の
美
し
い
殿
様
行
列
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ム
ジ

ナ
は
何
度
も
目
を
こ
す

っ
て
、
見
つ
め
ま
し
た
が
、

一
分
の
す
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ム
ジ
ナ
は
キ
ツ
ネ
の

化
け
ぶ
り
に
仰
天
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
ん
な
恐
ろ
し
い
術
を
知
っ
て
い
る
、
キ
ツ
ネ
を
賞
め

て
お
か
ぬ
と
、
あ
と
で
ど
ん
な
目
に
あ
わ
き
れ
る
か

井」

ふ
る
え
あ
が
っ
て

「
う
ま
い

グ

、7
ま
い

グ

そ
っ
く
り
だ

グ
」

と
、
手
を
打
っ
て
道
に
飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
警
護
の
サ
ム
ラ
イ
で
す
。
千
年
も
た

つ
た
か
と
思
わ
れ
る
大
き
な
ム
ジ
ナ
が
、
突
然
お
ど

り
出
て
き
ま
し
た
の
で

「
す
わ
や
怪
物
グ

ご
ざ
ん
な
れ

ッ」

と
、
ば
か
り
に
一
万
の
も
と
に
斬
り
殺
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

お
か
げ
で
悪
い
ム
ジ
ナ
は
退
治
さ
れ
、
人
び
と
は

安
心
し
て
暮
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
キ

ツ
ネ
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
狐
山
に
稲
荷
神

社
を
た
て
て
、
大
長
谷

・
仁
歩
谷

・
野
帯
、
谷
・
室
牧

谷
の
村
々
の
総
社
と
し
て
ま
つ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ち
、
弧
山
は
稲
荷
堂
山
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

み
や
の
し
た

こ
の
神
社
は
今
も
八
尾
町
宮
下
の
山
の
上
に
鎮
座

し
て
、
特
に
商
売
繁
昌
を
祈
念
す
る
と
必
ず
か
な
え

ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
参
詣
者
が
絶
え
ま
せ
ん
。

(
精
神

開

発

研

究

委

員

成

瀬

昌

示

)

タ
ー
ル
に
、

-七
億
八
、

0
0
0万
円
で
キ

ャ
ン
プ
場、

展
望
台
な
ど
を
建
設
す
る
汗
両
を
た
て
た
。

-

一

二

月

一

日

続

ス

ト

ッ

プ

ニ

O
七

県
市
古
察
本
部
は
、
昨
年
に
つ
づ
い
て

一
二
月
を
暴

走
運
転
と
飲
酒
運
転
取
締
ま
リ
を
主
眼
に
お
き
、
「

続
ス
ト

ッ
プ
二

O
七
作
戦
」
を
展
開
し
た
。

-
一
二
月
一

O
日

衆

議

院

議

員

選

挙

第
三
三
回
衆
院
総
選
挙
と
最
高
位
判
所
作
批
判
官
に

対
す
る
第
九
回
国
民
審
査
の
投
票
が

一
せ
い
に
行
な

わ
れ
た
。

A

区

は

住

栄

作

松

岡

松

千

a

a

区
は
片
岡
清

一

綿

R
M
A輔

の
各
氏
が
当
選
し
た
。

占
川
喜

-

佐
野
憲
治

ソ連知事団来富

12月10日 衆議院議員選挙

11月18日



無 償の行為 ・・・・・・・愛の一声運動
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